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アプリケーションガイド 
コンクリート＆ヘンプモルタル 

 
 

1. 専門的規則 
建築現場でヘンプコンクリートを使用するには、 

「ヘンプ建築」の専門的規則を満たす必要があります。 

そのため、企業はヘンプ建築認可を遵守し、専門的規則

に則った検証済みヘンプ骨材とともに使用するプロンプ

ト・ナチュラルセメントに関する本使用ガイドに従ってく

ださい。 
 
 

2. 成分について 
コンクリートやヘンプモルタルを用いる現場には、本使用ガイドに記載するさまざまな要素を考慮してください。 

 
2.1 ヘンプ骨材建築 

ヘンプは木質の一年草で、麻の一種です。茎は数か月の間

に1.5m～3.5mまでに成長します（4月から9月の間）。ヘン

プは急速に大きく成長するため、光合成により多くのCO2

を吸収保持します。1トンのオガラ（藁）が育つには

約1.7トンのCO2を吸収し、同時に同じぐらいの酸素を放

出しています。 

十分に成長すれば、1ヘクタールのヘンプで10～15トン

のCO2を吸収するようになります。 
 

ヘンプには種や茎があり、種は食用油や動物用飼料

として利用されています。茎の藁部分であるオガラ

を得るには麻の木から茎を分け、樹皮を剥ぎます。

樹皮の線維は製紙用パルプやプラスチック複合材、

断熱ウールに使用されます。 
 

建築用ヘンプ骨材 は切り落とした茎から得られま

す。主な特徴は: 
• 軽量: 容積質量100 ～ 110 kg/m3 
• 断熱性: 熱伝導率係数 0.048 W.m-1 K-1 
• 吸水能力: 1分で4倍の重量の水 

 

ヘンプ骨材の特性: 

• 長さ: 20～ 25 mm, 
• 幅: 1 ～ 4 mm, 
• 容積質量: 110 kg/m3, 
• 色: 薄いベージュから薄緑, 
• 純度: 小繊維やくず < 2%, 
• 含水量: < 19 %. 
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アプリケーションガイド 
コンクリートおよびヘンプモルタル  

 
2.2 プロンプト・ナチュラルセメント 

 

プロンプト・ナチュラルセメントは天然の水硬性結合

材です。天然の水硬性石灰と同じように低温加熱処理

され、150年以上続く従来のプロセスで作られています。

セメントと呼ばれるのは、加熱処理後、石は石灰のよ

うに弗化せず単に破砕するからです。鉱物や有機添加

物は一切加えておらず、鉱物組成の比率が異なる以外

は天然の水硬性石灰と同じです。 
 

NF マーク: NF P 15-314 (ナチュラル速硬性セメン

ト) および NF P 15-317を得ています。2007年6月13

日以降、欧州技術認証 : ETA-07/0019のCEマーキン

グ（承認番号0679-CPD-0227）を取得しています。 

ヘンプソリューション

ズ構造の主な特性: 

• 石灰との互換性。

同様の反応性と水

硬性（風化石灰に

対し） 
• 建築用ヘンプ骨材や石灰

との使用で優れた水蒸気
透過性 

• 早い段階で作業を固定できる速効性および速硬性 

• Tempoの使用で混合や施工に必要な時間の調節
が可能 
 

 
 
 
 
 

2.3 テンポ

（TEMPO） 
Tempoは100％食用クエン酸で

作られた遅延剤で、プロンプ

ト・ナチュラルセメントに最適

です。適切な施工に必要な時間

を確保するために用いられます。 

 
 

※ クエン酸は生物分解性で、人にも環境にも安全で

す。しかし刺激性物質であるため、粘膜に長時間触

れると炎症を起こす可能性があります。取扱いには

注意事項を守ってください（手袋装着必須）。 

 
 
 
 
 

2.4 ライム（石灰） 
ライム（石灰）は石灰岩を低温加熱処理したものです。

風化石灰の場合は純粋な石灰岩、天然水硬性石灰の場

合は少量のシリカを含有している石灰岩を使用します。

加熱処理後、水で消和させて生石灰を排除します。 
風化石灰は二酸化炭素を含む外気に触れることで硬

化します。 
天然水硬性石灰はその名前の通り、水で固まる水硬

性がより強くなります。鉱物学的に言うと、プロン

プト・ナチュラルセメントは水硬性石灰に近いです。 

 
 

ヘンプソリューションズでは、コーティング材の調

合にライム（石灰）を推奨しています。詳細は製造

元のデータシートをご参照ください。 
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3. 用途 
3.1 トッピング（上掛け） 

はじめに、サポート（支柱・土台）を万遍なく検査し、水が無いことおよびキャピラリー（毛細）作用による上昇が無いこと

を確認してください。 

 ※ 本用途は一般住宅の部屋、最大P2*機械的負荷に対する第5種保護具を前提にしています。 

 
3.1.1 サポート（支柱・土台）の準備 

 

土盛り平場の上掛け 

敷き砂利はキャピラリー（毛細）作用による水上昇を

予防し上掛けの換気ができるよう、整然と設置してく

ださい。次の構造とします: 

• 第1層はサイズ40/70の砂利、厚さ15㎝ 
• 第2層はサイズ20/40の砂利、厚さ10㎝ 
砕石は必ず転圧してください。 

 
装置には、直角の壁面の外側に直径10㎝の排水溝を取り

付け完成します。ヘンプコンクリートの排水装置、また

はキャピラリーブレークは、非常に湿った壁に沿って行

います（図1）。雨樋や床排水など、湿度の高いエリアに

は、ヘンプコンクリート・スクリードは決して使用しな

いでください。  

軽量 

• ヘンプコンクリートは軽いため、改修時には上階層に
も使用できます。 

• 木床の上掛けから湿度が移動するのを予防するために茎
を混ぜた速硬性ナチュラルセメントを2㎝の厚さで撒け
ば、上掛けは乾燥し、防水面を設置する必要がありませ
ん。 
 

• 木床の上に水蒸気非浸透性のフィルムを使用しないで
ください。（図３に例記載） 

* P2: 激しい動きが予想されないエリアでの上限静応力は

20 kg/cm²以下。だたし家庭内で使用されるような軽量物

以外の転動体荷重は禁止。 

 
 
 

 
この図は例です。具体的事例についての詳細は、弊社アプリケーションアドバイザーにお問い合わせください。 

図 1: 砕石の上掛け 
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➊ 地面 

➋ ジオテキスタイル 

➌ 敷き砂利 

➍ ヘンプコンクリート 

➎ シーリングモルタル 

➏ タイル 

➐ 換気 

➑ 壁 

➒ 周辺排水 

➓ キャピラリーブレーク 
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アプリケーションガイド 
コンクリートおよびヘンプモルタル 

 
 

3.1.2 使用方法 
使用時の注意点 

使用する際の周囲温度は5 ~ 30°C以内とします。 
 

配合 

建築用ヘンプ骨材 プロンプト・ナチュラルセメント テンポ* 水** 
 

100 L 30 kg (バッグ1 + バケツ½) 1 本 25L (ミキサー) または２７ L (セメントミキサー) 
 

*  Tempoの使用量は作業時間約15分の温度（T°）を基準にしてあります。 

T°< 15° Cの場合: バッグ1袋につき1本、またはプロンプト・ナチュラルセメント2
リットルにつきキャップ1杯。 
T° > 15° Cの場合: バッグ１袋につき2本、またはプロンプト・ナチュラルセメント１リットルに
つきキャップ1杯。 

**希望する粘度になるまで調整すること 
 

※ 耐久性に悪影響を及ぼすので、水は入れ過ぎないこと。 
 
 
 

 
 

施行 

混合物はバインダーで骨材をよく混ぜ、塊ができな

いように均質にしてください。上記記載のテンポ混

合量に準じた場合の混合作業時間は、約15分です。 
 

• 第１層の厚さは約５㎝で、レーキを使って均等の
厚さにし、その後足で踏み固めます。 

 
• 上層はレーキを使って均等にし、または転圧して熱

性能や音響性能を低下せないようにします。 この施

工方法は、幅１～1.2mの場合容易に作業でき

ます。 

 
 

• 翌日以降表面を歩くことができますが、板を設置し
てご使用ください。 

 
技術用ダクトは最低5㎝の厚さで覆ってください。 

 
上層の最小厚さは10㎝です。 

 
 
 

※ 乾燥条件を最適にするため、エリアを換気し 

  てください。 

ミキシング方法 

 
 

 
 

セメントミキサーを使用する場合 (最小容量 350-400Lで、できればシャフト・中央ハブが無

い物  
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3.1.3 技術特性 
• 密度: 転圧により異なりますが、500 ～ 600 kg/m3  
• 圧縮抵抗: > 0.3 MPa 
• 熱伝導率: 0.07 W.m-1 K-1 ～ 0 % 湿度 
熱抵抗表 

厚さ(cm) 10 15 20 25 30 
R (m2 KW-1) 1,40 2,10 2,85 3,55 4,25 

 
 
 

3.1.4 使用量 
転圧によって異なりますが、1立方メートルのヘンプコン

クリートを敷くための使用量は: 
• 建築用ヘンプ骨材1,100 ～ 1,200 L 
• プロンプト・ナチュラルセメント330 ～ 350 kg  

3.1.5 床張り 
床を張る前に、表面を完全に乾燥・硬化させてくだ

さい。 
乾燥は現場の換気具合、湿度、層の厚さによって異なり

ます。通常15㎝の乾燥には30～60日程度かかりますが、

現地の気候により異なります。 
 



この図は例です。具体的事例についての詳細は、弊社アプリケーションアドバイザーにお問い合わせください。 
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図 4: ヘンプコンクリート上の分配層（3～4センチ厚）へのフレキシブルコーティング設置 
DTU 26.2 および  NF P 14-201-1規格 (フレキシブルコーティングは蒸気非浸透性であること) 

 
 

アプリケーションガイド 
コンクリートおよびヘンプモルタル 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

図2:シーリングモルタルを施行したヘンプコンクリートへのタイル張り 

 

 
 

  

 

図 3: ヘンプコンクリート上の分配層へのタイルの接着 

 

➊ 地面 

➋ ジオテキスタイル 

➌ 敷き砂利 

➍ ヘンプコンクリート 

➎ シーリングモルタル 

➏ タイル 

➊ 砕石または既存の土台 

➋ ヘンプコンクリート 

➌ 分配層 

➍ 接着剤 

➎ フレキシブルコーティング 

➊ 荷重支持床 

➋ ヘンプコンクリート 

➌ 分配層 

➍ 接着剤 

➎ タイル 



この図は例です。具体的事例についての詳細は、弊社アプリケーションアドバイザーにお問い合わせください。 
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図 7: ヘンプコンクリート上の薄い弾力性下地へのフローティング木質フローリング 
DTU 51.11 および NF P 63-204-1規格 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5: ヘンプコンクリート上のパーティクルボードにジョイントを接地した床

図 6:ヘンプコンクリート上のパーティクルボードへ接着されたフロアボード

NF P 63-203-1、 NF P 63-202-1 および DTU 51.2規格

2

➊ 砕石または既存の土台 

➋ ヘンプコンクリート 

➌ 弾性コーティング 

➍ ジョイント上の床 

➊ 砕石または既存の土台 

➋ ヘンプコンクリート 

➌ 弾性コーティング 

➍ 接着フロアボード 

➊ 空洞フロア 

➋ 上層 

➌ ヘンプコンクリート 

➍ 弾性下地 

➎ フローティングフロアボード 



この図は例です。具体的事例についての詳細は、弊社アプリケーションアドバイザーにお問い合わせください。 
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アプリケーションガイド 
コンクリートおよびヘンプモルタル 

 
 

3.2 木造壁と成形壁 

※ 対象となる建築 : 
- 住宅施設２階（R+2）まで、および屋根裏 
- 第５種の防護具は２階（R+２）までに限定。ただし特別対象施設を除く（CSTB3567に準ず）: 

. EB+ 湿度、一般使用の施設 ; 

. EC 湿度の高い施設（非浸食性環境内） 

 
3.2.1 サポート（支柱・土台）の準備 
木造壁 

まぐさを木造壁の中央に釘づけします。 
木材の間隔が60㎝以上の場合は、間に数本の垂木を

固定します。 
• 内側は、下記図（図9と10）に示すように最小厚さの

ヘンプコンクリートを木材に設置します。 
• 外側の面は保護材（クラッドやコーティング等）で

覆います。必要に応じて仕上げコーティング用に15
～20㎜の隙間の余裕を持たせます。 

• 改修において設置が不可能な場合は、ヘンプコンク
リートの木造枠への結合を確保するために、骨組み
に2次構造を取り付けることをおすすめします。 
 

※ 外壁の両側にヘンプコンクリートを露出させない

でください。 

 
※ 壁の両側に木造枠を露出させないでください。 

 

 
 

 

図 8: 壁材木の図 

内側 

➊ ヘンプコンクリート 

➋ 壁材木 



この図は例です。具体的事例についての詳細は、弊社アプリケーションアドバイザーにお問い合わせください。 
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図 10: 最小カバー厚 (a)は木材の厚さ (b) によって異なる 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

厚さ: b (cm) 

 
図 9: 最小カバー厚さ (a)は木材の厚さ (b) によって異なる 

 
 

a : 木材のコーティング 

b : 木材の厚さ 

 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

成形壁 

a) 既存石工物の場合 
• 無傷の石工サポートの上に、粗塗り（プロンプト・

ナチュラルセメント1に対し砂２）をします。 
• まず技術用ダクトを挿入します。 
b) 木造の場合 

• 木造骨組み部分をヘンプコンクリートで下記に示し
た最小厚さで覆います。 (図 9と10). 

• まず技術用ダクトを挿入します。 

木造用コーティングの厚さ 
木材を覆う厚さは、下記図（図9と10）に示すように木

材の厚みによって異なります。 
コーティングは最低7㎝とします。8㎝以上の木材は

露出しても構いません。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カ
バ
ー

: a
 (c

m
) 

➊ 木造骨組み 

➋ ヘンプコンクリート 



この図は例です。具体的事例についての詳細は、弊社アプリケーションアドバイザーにお問い合わせください。 
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アプリケーションガイド 
コンクリートおよびヘンプモルタル 

 
 

3.2.2 使用方法 
使用時の注意点 

• 非常に湿ったエリアにはヘンプコンクリートを使用
しないでください。 

• 地下壁とヘンプコンクリートの間にキャピラリーブ
レークを設置してください。 

• 地面とは20㎝以上離してください。(図 11). 

 
 
 

• 氷点下や乾燥した風が強く吹き付ける中では、ヘ
ンプコンクリートを成形壁に設置しないでくださ
い。通常の適用周囲温度は5～25℃です。25℃以上
の場合、特別な対応が必要となります。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

配合 

建築用ヘンプ骨材 プロンプト・ナチュラルセメント テンポ* 水** 
 

100 L 25 kg (1バッグ)   1 本      24 L (ミキサー)または 30 L (セメントミキサー) 
 

* Tempoの使用量は作業時間約15分の温度（T°）を基準にしています。 

T° < 15° Cの場合: バッグ1袋につき１本、またはプロンプト・ナチュラルセメント2リットルにつきキャップ１杯 
T° > 15° Cの場合: バッグ２袋につき２本、またはプロンプト・ナチュラルセメント１リットルにつきキャップ１杯 
**希望する粘度になるまで調整すること 

 
※ 耐久性に悪影響を及ぼすので、水は入れ過ぎないこと。 

 

ミキシング方法 

 
 

 
 

セメントミキサーを使用する場合 (最小容量 350～400Lで、できればシャフト・中央ハブが無

い物)  
 

 

6 

5

4

3

2
1

図 11: 最低地上高 

➊ 地下下 

➋ 最低地上高 

➌ キャピラリーブレークの立上がり

➍ ヘンプコンクリート 

➎ 木造骨組み 

➏ 外側のコーティング 
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施行 
混合物はバインダーで骨材をよく混ぜ、塊ができな

いように均質にしてください。 

上記記載のテンポ混合量に準じた場合の混合作業時

間は、約15分です。 
 

• コーティングの厚さに準じて成形パネルを設置しま

す。その後、木材が露出する場合は、コーティング

用の隙間1.5～２㎝を必ず残してください。成形パネ

ルの推奨高さは50～80㎝です。 
• 連続する層が10～15㎝の厚さになるようにヘンプコン

クリートを注入します。 
• 面全体をコテを使って突き固めます。 
• 成形パネルおよび木材の端はかるく踏み固めます。 
• 次の層を注入します。 
• 成形パネルの充填側を埋め次第、引き離すのでは

なく、成形パネルをスライドしながら取り外しま
す。 

 
3.2.3 技術特性 
• 密度: 転圧により異なりますが450 ～ 550 kg/m3  
• 圧縮抵抗: > 0.3 MPa 
• 熱伝導率: 0.07 W.m-1 K-1 〜0 % 湿度 
熱抵抗表 

 

• 成形枠はコンクリートが固まれば、すぐに取り外
すことができます。できるだけ乾燥させてくださ
い。 

 
ネットワーク 

• ダクトは3㎝の間隔をあけること。 
• ダクトは最低2㎝のヘンプコンクリートで覆うこと。 
• グルービングをする場合には、同じヘンプコンクリ

ートを充填すること。 
 

※ コンクリートを注入するたび、わずか数時間

後でも、ヘンプコンクリートが固まれば次の注

入を始める前に、テンポ+ プロンプト・ナチュラル

セメントベースのグラウトを設置してください。 

※ 縦目地は避けてください。

厚さ (cm) 10 15 20 25 30 35 40 
R (m2 KW-1) 1,40 2,10 2,85 3,55 4,25 5,00 5,70 

 

3.2.4 使用量 
転圧によって異なりますが、1立方メートルのヘンプコンクリートを敷くための使用量は: 
• 建築用ヘンプ骨材1,150 ～ 1,300 L 
• プロンプト・ナチュラルセメント280 ～ 310 kg  

3.2.5 仕上げ 
ヘンプコンクリートが完全に乾いてから仕上げを行って

ください。乾燥は現場の換気、周囲湿度およびコンクリ

ートの設置厚さによって異なります。 

よく乾燥させるには、換気をよくしてください。通

常厚さ15㎝を乾燥させるのに、30～60日程度かかり

ます。この乾燥にかかる期間は現地の気候条件に影

響されます。ヘンプコンクリートの水蒸気浸透性を

妨げないようにしてください。 

最低でも片面は水蒸気浸透性のコーティングで覆う

ようにしてください。 
板金仕上げの場合、「雨除け」は高水蒸気浸透性

（HPV）の物を使用してください。 
民間住宅の場合、水はねのある場所は、適切なコーテ

ィングを施した防水サポートを設置してください。 
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アプリケーションガイド 
コンクリートおよびヘンプモルタル 

 
 

3.3 屋根の断熱 
※ 住居用建築物、第5種の防護具が対象となります。 

3.3.1 サポート（支柱・土台）の準備 
内装底面が湿度に敏感である場合、2㎝の茎で覆った上

にプロンプト・ナチュラルセメントを上掛けした耐湿

スクリーンが必要になります。 
 

3.3.2 使用方法 
使用時の注意点 

• 断熱材は雨などからすぐに保護し、最適な乾燥具合
を維持してください。 

• 氷点下や乾燥した強い風が吹き付ける場合には、ヘ
ンプコンクリートの断熱材としての取り付けを行わ
ないでください。 

下地面の強度は、ヘンプコンプリートの荷重に十分

耐えられることを確認してください。 
 
 
 
 

通常の適用周囲温度は5～30 ℃です。 
• 型枠を固定する際には、ヘンプコンクリートの重量を加味して

ください。

 
配合 

建築用ヘンプ骨材 

 
プロンプト・ナチュラルセメ

 
テンポ*

 
水**

200 L 25 kg (1 バッグ) 1 本 44 L 

* Tempoの使用量は作業時間約15分の温度（T°）を基準にしています。 
T° < 15° Cの場合: バッグ1袋につき１本、またはプロンプト・ナチュラルセメント2リットルにつきキャップ１杯 

T° > 15° Cの場合: バッグ1袋につき２本、またはプロンプト・ナチュラルセメント１リットルにつきキャップ１杯 
**希望する粘度になるまで調整すること 

※ 耐久性に悪影響を及ぼすため、水は入れ過ぎないこと。 
 

 

施行 
混合物はバインダーで骨材をよく混ぜ、塊ができな

いように均質にしてください。 

上記記載のテンポ混合量に準じた場合の混合作業時

間は、約15分です。 
• 梁の間に混合物を注入し、詰め固めずにくま手を使

って広げてください。 
• 最終高さより1～2㎝高く注入し、最終高さまで均

す、または軽く詰め固めてください。 

 
• ヘンプコンクリートと垂木上部には最低1～2㎝の隙

間を確保して、乾燥に必要な換気をします。 
• 最低でも1面は蒸気浸透性のコーティングで覆ってく

ださい(図 12と13)。 

ミキシング方法 

 
 

 
 

セメントミキサーを使用する場合(最小容量 350～400Lで、できればシャフトや中央ハ

ブが無い物) 
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2

図 12:屋根断熱材としてのヘンプコンクリー

トと垂木耐荷システム 

8
7 

6 3 
1     木製もしくはプラスター天井 6   2 cmの空間 

2    さねはぎ板 7  雨除け 

4 
8  裏木摺 

1 4  木造ばり 9  タイル 
5

1 5 I型梁 

3  ヘンプコンクリート 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.3.3 技術特性 
• 密度: 転圧により異なりますが280 ～ 320/ m3  
• 圧縮抵抗: > 0.3 MPa 
• 熱伝導率: 0.07 W.m-1 K-1 〜 0 % 湿度 
熱抵抗表 

厚さ (cm) 10 15 20 25 30 
R (m2 KW-1) 2,00 3,00 4,00 5,00 6,00 

 

 
3.3.4 使用量 
転圧により異なりますが、1立方メートルのヘンプコンクリートにつき次の量を目安としてください: 
• 建築用ヘンプ骨材1,000 ～ 1,100 L 
• プロンプト・ナチュラルセメント110 ～ 150 kg 

 
3.3.5 屋根ふき 
使用する屋根葺きの種類により異なるため、現地専門規則を参照してください。 

 
 

 
この図は例です。具体的事例についての詳細は、弊社アプリケーションアドバイザーにお問い合わせください。 

 

図 13: 屋根断熱材としてのヘンプコンクリートと

従来の屋根組 5 

1  屋根勾配 6  2 cmの空間 
1

2  木製パネル 7  雨よけ 8
2

4 

3 横垂木 8  木摺  6
3 

4   ヘンプコンクリート 9 タイル 9 7

5  垂木
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3.4 コーティング 
※ 指定施設を除き、住宅施設建築物で第5種防護具が対象となります。 
- EB+ 湿度、一般用途施設 ; 
- EC 非浸食性環境内の非常に湿度の高い施設 (CSTB3567). 

3.4.1 サポート（支柱・土台）の準備 
• 無傷で汚れていない、またほこりもない支柱を湿ら
せ、プロンプト・ナチュラルセメントの粗塗りをして
ください（プロンプト・ナチュラルセメント1に対して
0/4等級の砂2の割合）。数時間後、ヘンプコーティン
グを塗布できます。 
 

 
3.4.2 使用方法 
使用時の注意点 

• コーティングが既存する場合は接着性を確認してください。 

• 氷点下や乾燥した強い風が吹き付ける場合には、ヘンプコーティングを施さないでくださ
い。通常の適応周囲温度は 5～ 30° Cです。 

• 屋外については、最低地上高20㎝とします。 
 
※ ヘンプコーティングは非常に湿ったエリアには使用しないでください。 

 
セメントミキサーまたはミキサーを使ったコーティング材混合の場合の配合 

 

建築用ヘンプ骨材 Lime CL90 またはL2 プロンプト・ナチュラルセメント  0-2,等級、洗浄済み)     テンポ* 水** 

100 L 45 L 12 L       10L   1 本 55 L 

*Tempoの配合は温度によって左右されます (必要な場合) : 
 T° < 15° Cの場合: バッグ1袋につき１本、またはプロンプト・ナチュラルセメント2リットルにつきキャップ１杯 

 T° > 15° Cの場合: バッグ１袋につき２本、またはプロンプト・ナチュラルセメント１リットルにつきキャップ１杯 
**希望する粘度になるまで調整すること 

 
※ 耐久性に悪影響を及ぼすため、水は入れ過ぎないこと。 

※ 十分接着しない場合はコーティングを除去し、サポー

トをきれいにしてください。 
表面が滑らかすぎる場合は、粗く加工してくだ

さい。 
サポートには水跡や水分が上がってきた跡が無い

ことを確認してください。 
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ミキシング方法 

CL90 または NHL2と全て一緒に

ミキサーで混合 
次の順番に材料を投入すること: 

 
• 建築用ヘンプ骨材 +水 1/3 量 + ライム + 砂 + 水

残量  均質になるまで待つこと。 
• テンポ+ プロンプト・ナチュラルセメント + 水残

量を足し、適切に扱える光沢が出て柔らかい状態
に調整してください。 

 
CL90と一緒に2回に分けてミキサー

で混合  
この方法を使えば、より柔軟にかつ
容易に混合剤を使用できます。また
混合にかかる時間の管理も容易にな
ります。使用する速度調整に向いて
います。 

• まず、できれば前日に次を混合します。: 建築用

ヘンプ骨材+水1/3 量 + ライム + 砂+水残量。均一

になるまで混ぜます。 
• 混合物を混合タブの中で寝かせます。 
• 翌日、または数時間後に再度かき混ぜ、プロンプ

ト・ナチュラルセメントを追加して混ぜます。テ

ンポは追加してもしなくても構いませんが、足

さない場合は硬化が早くなります。必要に応じ

て水を追加し粘度を調整して使用してください。 

WITH CL90 または NHL2と全て一緒

にセメントミキサーで混合 
次の順番に材料を投入すること: 

• 水¾量 + 砂 + ライム。グラウトが均質になる
まで待ちます。 

• 建築用ヘンプ骨材を足し、濃度が均一になるまで
10～15分待ちます。 

• Tempo + プロンプト・ナチュラルセメント + 水残

量を足し、適切に扱える光沢が出て柔らかい状態

に調整してください。 
 

CL90と一緒に2回に分けてセメント

ミキサーで混合 
この方法を使えば、より柔軟にかつ
容易に混合剤を使用できます。また
混合にかかる時間の管理も容易にな
ります。使用する速度調整に向いて
います。 

• まず、できれば前日に次を混合します。：水¾
量 + 砂 + ライム。グラウトが均質になるまで
待ち、建築用ヘンプ骨材を足します。 再度均一
になるまで混ぜます。 

• 混合物を混合タブの中で寝かせてください。 
• 翌日、または数時間後に再度かき混ぜ、プロンプ

ト・ナチュラルセメントを追加して混ぜます。テ
ンポは追加してもしなくても構いませんが、足
さない場合は硬化が早くなります。必要に応じ
て水を追加し粘度を調整して使用してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  施行例   

 

施行 
混合物はバインダーで骨材をよく混ぜ、塊ができな

いように均質にしてください。 

最終混合物の混合作業時間は、20～30分です。ただ

し気温によって変化します。 
 

タオル、モルタルボード、もしくは手（手袋装着必須）で

サポートにコーティングを塗布します。待つことなく濡れ

ている層の上に3～4㎝の次の層を塗り重ねます。 

 

塗り終えた層が硬化するのを待つ必要はありません。

一か所につき最大12㎝の厚さまでなら、塗布ごとに硬

化を待つことなく作業できます。最終層は滑らかにし

ます。 
内装の場合、湿度の多い部屋を除き、コーティング

を露出させたままでも大丈夫です。 
屋外の場合、コーティングを仕上げ層または壁板で保護し

てください。 
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3.4.3 技術特性 
• 密度: 締め具合によりますが 800 ～ 860 kg/ m3  
• 圧縮抵抗: > 0.3 MPa 
• 熱伝導率: 0.09 W.m-1 K-1  〜0 % 湿度 

熱抵抗表 

厚さ (cm) 5 10 15 20 
R (m2 KW-1) 0,55 1,10 1,65 2,20 

 
 

3.4.4 使用量 
転圧によって異なりますが、1立方メートルのヘンプコンクリートを敷くための使用量は: 
•建築用ヘンプ骨材1,000 ～ 1,100 L 
•プロンプト・ナチュラルセメント110 ～ 130 kg  
•石灰210 ～ 240 kg 
•砂150 ～ 170 kg 

 
3.4.5 仕上げ 
仕上げは必ず蒸気浸透性にしてください。 

 
より目の詰まったヘンプモルタル仕上げには、まだ乾燥していないコーティングの上に次の配合を数ミリの厚

さで塗布してください。: 
 

建設用ヘンプ骨材 石灰 CL90 または NHL2 細砂 (<1 mm) 水*
100 L 75 L 45 L 65 L 

*希望する粘度になるまで調整するこ    

※ 耐久性に悪影響を及ぼすので、水は入れ過ぎないこと。 
 
 
 

その他の仕上げは、ヘンプコーティングが完全に乾い

てから行ってください。 
乾燥は現場の換気や周囲大気の湿度、塗布厚さなど

により変化します。 

• よく乾燥させるために、エリアの換気を行ってくだ

さい。通常10㎝の厚さを乾燥させるには、2～3か月
かかります。消石灰のコーティング、化粧漆喰タイ
プのフィルムコーティング、または中程度の厚さの
コーティングを設置することができます。 

• 屋外用には、石灰仕上げまたはクラッディングが必要です。 
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エコ建築 / エコ改修 
建築用ヘンプコンクリート＆モルタル 

 
 
 

高性能なソリューション 
 

 高い熱抵抗と慣性力 
 (夏の快適性) 

持続可能なソリューション 
 

 100% ナチュラル 

 完全にリサイクル可能 

"快適な" ソリューション 
 

 全ての季節における温度快適性 
(冬季には温壁) 

 調湿作用 

 対火作用 
(反応と耐性) 

 CO2 の保持  音響快適性 

 見た目の良さ (ライム、プラス

ター、もしくはクレイ仕上げ) 

 屋内空気品質 ( VOCガスがなく、

調湿機能) 
 

  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

壁の断熱 床の断熱 

 
 
 
 
 
 
 
 
断熱および装飾用充填材コンパウンド  屋根の断熱 

 
 
 ヘンプ建築のプロフェッショナル・ルールを満たす 

100％ナチュラルコンクリートによる建築ソリューション 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日本国内営業部 

株式会社 Pacific Carline 

富山県富山市針原中町418-1  

 Tel: 076-482-4868 Fax: 076-482-4869 
asagiken@pacific-carline.com 
www.asagiken.jp 
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